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ボート選手(n = 16)が毎分 20、24、26 及び 28 ストロークのストロークレートで 300m 間を漕ぎ、ボート上で漕手
がオールを牽引する力及びオールの移動角度を計測した。そして、中間の 100m について、オール牽引中のト
ルク、オールの移動角度、パワー、牽引時間及びフォワード時間を求めた。ストロークレートの増加に伴い艇速及
び漕手のパワーが増大した。毎分 28 ストロークにおいて、艇速は毎分 20 ストロークから 16.1±5.3%、パワーは 
28.9±17.0%増大した。ストロークレート‐平均艇速関係とストロークレート-パワー関係はほぼ同じ様相を示した。し  
かし、ストロークレートが増加しても漕手がオールを牽引する力及びオールの移動角度に差異が認められなかっ
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ョン(Pope (1973), Senator (1981))や水上のボートの計






















２．１ 被験者  
本研究では、大学生 14 名及び社会人 2 名、合
計 16 名のボート競技選手を被験者とした。被験者
の年齢、身長及び体重は 21.7±1.9 歳、177.5±















そこで、測定するレートとして、20、24、26 及び 28 
ストロークの 4 段階のストロークレートを設定した。コ
ース上に 100m の測定区間を設定し、各被験者は、
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ボ ー ト 上 に 設 置 し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ














(下田と川上 (2004))。  
 


























す影響を検討するため、毎分 24、26 及び 28 ストロ
ークの 100m 間の総仕事量及び艇速について、毎分
20 ストローク（最小レート）に対する増加率を求めた。  
 





PLSD の多重比較検定を行った。また、毎分 24、26 
及び 28 ストロークの 100m 間の総仕事量及び艇









係を図 1 に示した。100m 間の平均艇速について(図 
1a)、毎分 20 ストロークとすべてのレートの間、及び




2.1m s-1（毎分 20、24、26 及び 28 ストローク）で、
ストロークレート間に差異は認められなかった。  
パワーについて(図 1b)、毎分 20 ストロークとすべ









牽引時間(図 1e)について、毎分 20 ストロークと
すべてのレートの間、及び毎分 24 ストロークと毎分 
28 ストロークの間に有意差があり、ストロークレートの
増加に伴い牽引時間が低下する傾向が認められた。  
ストロークレートと 1 ストロークの仕事量及び 
100m 間の総仕事量の関係を図 2 に示した。1 ストロ
ークの仕事量については、ストロークレート間の差異
が認められず、ストロークレートに関わらず、一定の




毎分 24、26 及び 28 ストロークの 100m 間の総
仕事量及び艇速について、毎分 20 ストロークに対
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図 1. 100m 間の平均艇速、パワー、牽引時のオール移動角度、トルク及び牽引時間とストロークレートの関係 
a ： ストロークレートと 100m 間の平均艇速の関係  
b ： ストロークレートと漕手のパワー（平均値）の関係    
パワーは左右のオールについて求めた 1 ストロークの平均値の合計  
c ： ストロークレートとオールの移動角度（平均値）の関係 ●：右手 ▲：左手  
d ： ストロークレートとオール牽引時のトルク（平均値）の関係 ●：右手 ▲： 左手  
e ： ストロークレートと牽引時間の関係  
† ： 毎分 20 ストロークとの間の有意差 
‡ ： 毎分 24 ストロークとの間の有意差  




図 2. ストロークレートと 1 ストロークの仕事量及び 100m 間の総仕事量の関係 
100m 間の総仕事量は 1 ストロークの平均仕事量にストローク回数を乗じた値  
ａ ： 1 ストロークの仕事量 b：100m 間の総仕事量  
† ： 毎分 20 ストロークとの間の有意差 
‡ ： 毎分 24 ストロークとの間の有意差 














図 3. ストロークレートと 100m 間の総仕事量及び艇速の増加率の関係 
各値は毎分 20 ストロークの値に対する増加率を示す  
▲ ： 仕事量  
● ： 艇速  




























されている(Schneider et al. (1978))。そして、オール
の牽引時間について、舵手付きペアでは、ストローク
レートに関わらず、ほぼ一定であると報告され
(Celentano et al. (1974), Schneider et al. (1978))、エ
イト(漕手 8 名)では、ストロークレートの増加に伴い
短縮すると報告されている(Martin and Bernfield 
(1980))。水上を進むボートにはボートと水の間に摩




































要になる。また、本研究において、毎分 24、26 及び 





























が低下する(Celentano et al. (1974), Sanderson and 


















の増大が注目される(4.5、4.8、4.9 及び 5.1m s-1)。
艇速の約 3 乗が漕手のパワーに比例して増加する
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